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Cefdinirに 関す る臨床的研究
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呼吸 器感 染症17例,尿 路感 染 症1例,計18例 の感 染症 例 にcefdinirを 使 用 した 。

対 象 は30歳 か ら82歳 まで(平 均60.9歳)の 男性10例,女 性8例 で,呼 吸 器感 染 症 に対 して は100な

い し200mgを1日3回,尿 路 感 染症 にお い て は50mg1日3回 の 内服 治 療 を行 い,期 間 は5～14日,

総使 用量 は0.75～8.4gで あ った 。

臨床効 果 は著効1例,有 効13例,や や有 効1例,無 効2例,判 定不 能1例 で あ った 。副 作 用 は 臨

床 的 には特 にみ られ ず,好 酸球 増 多,プ ロ トロ ン ビン活性 度 の 低 下 とGOT・GPT・ γ-GTPの 上昇

をそれ ぞれ1例 に認 め たが,い ずれ も軽 度 の もの で あ った。
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Cefdinir(CFDN)は 藤 沢薬品研究所 で開発 された新経口用

セフェム剤で,セ フロキシマー ゼにはやや分解 され るが,そ の

他の各種β-ラ クタマーゼに安定 であ り,グ ラム陽性,陰 性 を

問わず広範 囲の抗 菌 スペ ク トル を有 して い る。特 にSta-

phylococcus aureus, Staphylococcus epidermidis, Streptococ-

cus pyogenes, Streptococcus pneumoniae などのグラム陽性菌

に対し優れた抗菌活性を示す1,2)。

今回,われわれは呼吸器感染症を中心に18症例に本剤を使用

する機会を得たので報告する。

I. 対 象 と 方 法

1. 対象

1987年4月 より1988年2月 までの間に信楽園病院にお

いて外来あるいは入院治療を行った18例,男 性10例,女

性8例,30歳 から82歳まで(平 均60.9歳)の 呼吸器感染

症17例,尿 路感染症1例 に対して本試験参加の同意を得,

本剤による治療を行った。

呼吸器感染症は急性気管支炎2例,肺 炎8例,慢 性気

管支炎の急性増悪1例,感 染を伴った気管支喘息2例,

肺気腫二次感染1例,陳 旧性肺結核症に気道感染をきた

したもの3例 であり,尿 路感染症の1例 は急性単純性膀

胱炎である。

起炎菌は呼吸器感染症では8例 で判明し,7例 が単独

菌,1例 が複数菌感染であった。単独菌はすべてHaemo-

philus influenzae で,急 性気管支炎例2例,肺 炎例2例,

陳旧性肺結核症例3例 から検出され,複 数菌 としてS.

pneumoniae+Branh,amella catarrhalis が気管支喘息例

1例 よ り分 離 され た。 尿路 感染 症 の1例 か ら はEscheri-

chia coliが 検 出 され た 。

2. 使 用 法,使 用 量

全例1日3回 の食 後 内服 を行 った。 呼 吸器 感 染 症17例

で は100mg(力 価)カ プ セ ル を使 用 し,100mg3回10

例,200mg3回7例 で,尿 路感 染 症 の1例 は50mg(力 価)

カ プセ ル を使 用 し,50mg3回 で あ っ た。期 間 は症 例18の

5日 が 最短,症 例6,8,9,10,11の14日 が最 長 で,総

使 用 量 は症 例18の0.75gが 最 少,症 例8,9の8.4gが 最

多 で あ った 。

3. 効 果判 定 基 準,副 作 用 の検 討

臨床 効 果 の判 定 は臨床 症 状,検 査 成績,胸 部 レ ン トゲ

ン所見 の 改 善度,起 炎菌 の 消 長 な どを も とに総 合 的 に行

い,著 効(excellent),有 効(good),や や 有 効

(fair),無 効(poor),判 定 不 能(undetermined)の 五

段 階評 価 とした。 副 作 用 に つ いて は使 用 期 間 中の 発 熱,

発 疹,悪 心,嘔 吐,下 痢,下 血,め ま い,け いれ ん な ど

の 発 現 に留 意 し,本 剤 使 用前 後 にお け る腎 機能(血 清尿

素 窒 素:BUN,ク レア チ ニ ン:Cr),肝 機 能(血 清 トラ

ン ス ア ミナ ー ゼ:GOT・GPT,ア ル カ リフ ォス フ ァ ター

ゼ:Al-P,総 ビ リル ビ ン:TBil.,γ-グ ル タ ミル トラ ン
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スペ プチ ダ ーゼ:γ-GTP),骨 髄 機能(末 梢 血 ヘ マ トク

リ ッ ト:Ht,血 小板 数:Platelet,白 血 球数:WBC,好

中球 百 分比:Neutro),末 梢 血好 酸 球 百分 比:Eosino,直

接 クー ム ス試 験:Coombs testの 変 動 に つ いて検 討 した。

プ ロ トロ ンビ ン活性 度:P. T. act. も可 能 な 限 り測 定 した。

II. 成 績

1. 臨床 効 果(Table 1,2)

著 効1例,有 効13例,や や有 効1例,無 効2例,判 定

不能1例 の 結果 で,有 効 率 は82.4%で あ った。

呼 吸器 感 染症 で は著 効1例,有 効12例,や や 有 効1例,

無 効2例,判 定 不 能1例 で あ っ た。

急 性 気管 支 炎の2例 は いずれ も有効 で あ っ た。症 例1

は基 礎 に糖 尿病 を有 す る例 で,本 剤 に よ り2日 後 に は解

熱 し,H.influenzaeの 消失 もみ た。 症例2もH.influen-

zaeが 検 出 され,治 療 前CRPは 陰 性 で あ った が,咳 嗽,

膿 性 疾 の改 善,菌 消失 を得 た ため 有効 と した。

肺 炎例 は8例 で あ るが,判 定 不能 の1例 を除 き全 例 有

効 以上 であ っ た。2例 で 起炎 菌 が判 明 して い るが,い ず

れ もH.influenzaeで1例(症 例9)で 消失,1例(症 例

5)で は減 少 に と どま った。 症例3は2日 後 に 解熱 し,

胸 部X線 所 見,検 査 成 績 の急 速 な改 善 をみ たた め著 効 と

した。 症 例7は 本剤 に よ り効 果 が得 られ なか っ たが,基

礎 に肺 癌 を有 す る こ とが の ちに判 明,比 較 的 重症 例 で も

あ り,内 服 剤 の 適応 で は なか った と考 え られ た た め判定

を除外 した。

慢 性 気 管 支 炎 の症 例11は 治療 前 のCRPが 陰 性 で あ っ

た が,喀 疾量,咳 嗽 等 臨床 症状 の改 善 を得,有 効 と した。

気 管 支 喘 息 例2例 も 有 効 で あ っ た。症 例12のS

pneumoniaeとB.catarrhalisは いず れ も消失 をみ た。

症 例14の 肺 気腫 例 は基 礎 に胃癌,糖 尿 病 を有 し,気 道

感 染 を頻 回 に反復,時 に は高度 の 呼 吸不 全 に 陥 りレス ピ

レー ター に よ る呼 吸管 理 を要 す る こ と も あ る。本 剤300

mgを7日 間使 用 したが,臨 床 症状,胸 部X線 所 見 は不 変

で,CRPは む しろ増 悪 した た め無効 とした。

症例15,16,17は 陳 旧 性肺 結 核 症 に感 染 を きた した も

の で,3例 いず れ か ら もH.influenzaeが 検 出 され た。症

例15は 臨 床症 状 の 改善,菌 消 失,CRPの 陰性 化 が 得 られ

有効 であ った。症 例16,17は 同一 患 者 で,症 例16で は300

mg7日 間 の 内服 で 解熱 傾 向 とCRPの 若 干 の改 善 をみ,

や や有 効 と した 。症 例17は お よそ2週 間後 の 再感 染 に対

し600mgを7日 間 使 用 した もの で,無 効 で あ っ た。

尿 路感 染 症 の症 例18は,治 療2日 後 に平熱 化 し,E.coli

も消 失,有 効 と した。

疾 患別 の効 果 を み る とTable 2の ご と く,有 効以上の

有 効 率 は呼 吸 器感 染 症 で81.3%,全 体 で82.4%と 比較的

高 い結果 とな った が,慢 性気 道 感染 症 にお いては57.1%

と低 い もの で あ った。

起 炎 菌 が 判 明 した 呼 吸 器感 染 症8例 の うち7例 はH.

influenzaeで あ り,消 失4例,減 少1例,不 変2例 で

57.1%の 除 菌 率 で あ った 。S.pneumoniae 1株,B.catarr-

halis 1株,E.coli 1株 は いず れ も消失 した。H.influen-

zaeの 除菌 率 が期 待 以 下 の結 果 で あ った が,同 菌 に対す

る抗 菌 力 を考 慮 す る と妥 当 な結 果 とも言 える。

2. 副 作 用(Table 3)

臨床 的 に は特 に み られ ず,検 査 成績 上,好 酸球増多(前

3→ 中9→ 後4%)を 症 例9,プ ロ トロン ビン活性度の

低 下(前96→ 後73%)を 症 例17,GOT・GPT・ γ-GTP

の 上昇(GOT: 前18→ 後37→ 再検26IU,GPT: 前18→

後50→ 再 検19IU,γ-GTP: 前27→ 後61→ 再検36mU/

ml)を 症 例18で 認 め た が,い ずれ も軽 度の ものであっ

た。

III. 考 按

呼 吸 器感 染 症17例,尿 路感 染 症1例 の計18例 に使用し

た結 果 は,著 効1例,有 効13例,や や有効1例,無 効2

例,判 定不 能1例 で,判 定 不 能例 を除 く有効率 は82.4%

と高 い もの であ っ た。 呼 吸器 感染 症 で81.3%と 高い有効

率 で あ っ たが,慢 性 気 道感 染 症 で は57.1%と 低 い結果で

あ った。 や や 有効 以 下 で あ った症 例3例 の うち2例 は起

炎 菌 がH.influenzaeで あ り,同 菌 の除 菌率 が57.1%と 新

薬 シ ンポ ジ ウム の報 告(59.3%)3)と ほぼ同様 であること

か ら納 得 の 出来 る結 果 と言 え よう。喀 疾中移行 も際立っ

て良好 とは言 え ず4),本 剤 の抗 菌 スペ ク トルを考慮する

と,慢 性 気 道感 染 症 に対 して本 剤 を使 用す る場合慎重な

考 慮 を要 す る と思 わ れ る。

副作 用 は特 にみ られ ず,検 査 成績 上軽 度の好酸球増多,

プ ロ トロ ン ビン活 性度 の 低 下,GOT・GPT・ γ-GTPの

上 昇 を各 々1例 で 認 め たの み であ った。

本 剤 はそ の抗 菌 スペ ク トル,良 好 な扁桃 移行,高 い安

全性 か ら,上 気 道 感染 症,急 性 下気 道感 染症 に対して有

用性 が 高 い と思 わ れ る。 慢 性気 道感 染症 に対 しては,起

炎菌 に よ って は効 果が 期待 出 来 るこ と もあ るであろうが,

H.influenzae, Pseudomonas aeruginosa が予想 される症

例 で は他 の薬 剤 を選 択 す るべ きで あ ろう。
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We used a new oral cephem antibiotic, cefdinir (CFDN), to treat 17 patients with respiratory and 1 with

urinary tract infection, and to evaluate its efficacy and safety. The study was carried out from April 1987

to February 1988. The patients consisted of 10 adult males and 8 adult females aged 30-82 years, the mean

age being 60.9 years.

CFDN was given t. i. d. at 100 or 200 mg to the patients with respiratory tract infection, and similarly at 50

mg to the patient with urinary tract infection. Therapy lasted from 5-14 days and the total dose was 0.75

-8 .4 g.

The therapeutic effect was excellent in 1 patient, good in 13, fair in 1, poor in 2, and undetermined in 1, with

a high efficacy rate of 82.4%. Laboratory tests revealed eosinophilia in one case, declining prothrombin

activity in one case and elevated GOT, GPT and ƒÁ-GTP in another case. No severe side effects caused by

the drug were observed.


